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実 施

- S-
構造設計者

平間  勝久　一級建築士 登録　第359850号

    構造設計一級建築士 交付　第 10586号

11亘理町立逢隈中学校トイレ増築工事R07.2 ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準

 建物外回り ＱＬデッキスパン方向  左図円部詳細ａ部 ａ部耐火仕様①ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準
クローサー

図中※１は、梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合のみ適用。　※２はＱＬデッキ耐火認定を適用する場合に必要。 釘普通コンクリート
釘　　※３ 溶接方法等は別途検討が必要。（合成スラブ工業会Ｑ＆Ａ参照）　　　合成スラブ工業会仕様 鉄骨(S)梁 鉄筋コンクリート(RC)梁･鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁

３０ ３０
Ｄ ＦＱＬデッキ合成スラブの設計・施工は、(社)日本建築学会「各種合成構造設計指針・同解説」「鉄骨工事技術指針」「建築工事標準仕様書・同解説 JASS5鉄筋コンクリート工事及びJASS6鉄骨工事」、 ＱＬデッキ柱 ＱＬデッキ

梁型枠３０ 梁にのみ込み３０ｍｍ(一社)日本鋼構造協会「デッキプレート床構造設計・施工規準　2018」、合成スラブ工業会「合成スラブの設計・施工マニュアル」、ＱＬデッキ設計マニュアル・同施工マニュアルによる。 ｄ
ＥＡ 釘※2１５０

耐火補強筋
２スパン                               ２スパン １スパン           １スパン            １スパン           １スパン

ａＢ ＲＣ梁またはＳＲＣ梁

小
梁

支  持  梁  ：鉄骨(S)梁 及び 大梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁、小梁：鉄骨(S)梁 クローサーｂ
2コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）

大
梁

溶接金網又は異形鉄筋  内部大梁、小梁 ＱＬデッキスパン方向  建物外回り ＱＬデッキ幅方向ｃ部ｂ部開口部 開口部２スパン                     １スパン耐 火 時 間      コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重 外
周
部
大
梁

大
梁

（Ｄ１０－＠２００） 小
梁

溶接金網または異形鉄筋Ｈ １スパン 普通コンクリート 梁に定着ＱＬ９９－５０ ３.０ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照 溶接金網又は異形鉄筋８０ｍｍ 以上 φ６－１５０x１５０ 普通コンクリート普通コンクリート ３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照 ｃＣ床、１時間耐火 ＱＬ９９－７５ 2４,４００N/m 以下３.６ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上 φ６－１００x１００ 注2) Ｇ外周部大梁 大梁FP060FL-9095 ｅ
ＱＬ９９－５０ ３.０ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照 ４

０

※2軽量コンクリート ８０ｍｍ 以上 φ６－１５０x１５０
※2耐火補強筋 １０ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照 ３０ ３０ 耐火補強筋ＱＬデッキ

 外周梁 ＱＬデッキスパン方向１  外周梁 ＱＬデッキスパン方向２  外周梁 ＱＬデッキ幅方向  ＱＬデッキを突き合わせた場合Ａ部 Ａ部 Ｃ部 Ｂ部ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 ９５ｍｍ 以上 算出式 注５)Ａ 参照
ＱＬデッキφ６－１００x１００

普通コンクリート 溶接金網３.４ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上 算出式 注５)Ｂ 参照 溶接金網又は異形鉄筋 壁ＱＬ９９－７５ ＲＣ梁またはＳＲＣ梁2 又は異形鉄筋Ｄ１０＠２００以下壁 溶接金網又は異形鉄筋床、２時間耐火 ＲＣ梁又はＳＲＣ梁５,４００N/m 以下３.６ｍ 以下 ９５ｍｍ 以上 Ｄ１０－＠２００ 注2) 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
コンクリート コンクリートクローサー 又は打込み鋲FP120FL-9107 ２.７ｍ 以下ＱＬ９９－５０ 算出式 注５)Ａ 参照

８５ｍｍ 以上 φ６－１００x１００  ブラケット支持 建物内部大梁 ＱＬデッキ幅方向 ｃ部ｄ部軽量コンクリート 算出式 注５)Ｂ 参照３.４ｍ 以下
ＱＬ９９－７５ 2 アークスポット溶接 又は注2)３.６ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上 Ｄ１０－＠２００ ５,４００N/m 以下 すみ肉溶接又はドリルねじ 打込み鋲 ＠６００以下

φ４－１３　＠６００以下
ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００） 溶接金網又は異形鉄筋※1ＱＬデッキ ＱＬデッキまたは異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設） （梁に定着）※1※1 ５０ｍｍ以上 梁耐火被覆普通又は軽量コンクリート

※1梁耐火被覆端部補強筋Ｄ１３、長さ１.０ｍ 梁耐火被覆
梁耐火被覆 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド３

０

コンクリート厚さ 又は打込み鋲 又は打込み鋲 １０※2ＱＬデッキ高さ ＱＬデッキ又は打込み鋲 １０ フラッシング耐火補強筋３０
ＱＬデッキ受け材ＱＬデッキ  ＱＬデッキを離した場合 ＱＬデッキを離した場合  ＱＬデッキを連続にした場合  梁との間に隙間がある場合Ｄ部 Ｄ部Ｂ･Ｈ部 Ｂ部焼抜き栓溶接、打込み鋲８５０１５０ ５０ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理） ３０ｍｍ以上又は頭付きスタッド コンクリート耐火認定適用の場合は「耐火仕様の配筋」参照Ｓ梁 焼抜き栓溶接、頭付きスタッドスパン スパン ＲＣ梁またはＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁 ※1 溶接金網又は異形鉄筋 ＳＲＣ梁又は打込み鋲梁耐火被覆用面戸ＱＬデッキ

クローサー
 柱廻り納まり  柱廻り（ａ－ａ断面）ｅ部 ｅ部

※2
2 すみ肉溶接又はドリルねじ耐火補強筋支  持  梁  ：鉄骨(S)梁　        コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）

φ４－１３　＠６００以下耐火補強筋  ：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００） ３０ｍｍのみ込み
QLデッキ切断、柱へののみ込みなし溶接金網又は異形鉄筋 200ｍｍ以下※1※1耐 火 時 間      コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重 ＱＬデッキ（Ｄ１０－＠２００） 梁幅ＱＬデッキ 梁耐火被覆梁耐火被覆 50ｍｍ以上５０ｍｍ以上

※1すみ肉溶接ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照
梁耐火被覆焼抜き栓溶接、頭付きスタッド普通コンクリート 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド 又はドリルねじ焼抜き栓溶接、頭付きスタッド床、１時間耐火 算出式 注５)Ｂ 参照ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 ａ ａ又は打込み鋲 φ４－１３　＠６００以下又は打込み鋲 又は打込み鋲φ６－１５０x１５０８０ｍｍ 以上 フラッシングFP060FL-9101 ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照

軽量コンクリート
ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照  梁継手部 ＱＬデッキスパン方向  梁継手部 ＱＬデッキ幅方向  柱廻り  小口塞ぎＥ部 Ｆ部 Ｇ部 QLデッキ端部

１０ｍｍ以上 柱型枠ＱＬデッキ梁幅焼抜き栓溶接、頭付きスタッドＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 ９５ｍｍ 以上 算出式 注５)Ａ 参照 コンクリート止め 木材等焼抜き栓溶接又は打込み鋲 梁 又は打込み鋲（フラッシング）現場切断普通コンクリート QLデッキ柱廻り切り欠き柱へののみ込みなしこの部分の小口は塞がない！床、２時間耐火 ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上 算出式 注５)Ｂ 参照
φ６－１００x１００ 現場切断（ＱＬデッキ）

柱FP120FL-9113 ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照
C)開口が連続している場合軽量コンクリート ８５ｍｍ 以上

ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照
連続する開口の開口群(仮想開口)と１）開口がφ１５０程度の場合

2 見なし、その開口部の大きさにより、支持梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁の場合　　コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート   A)開口間隔≧３×開口径 B)開口間隔＜３×開口径 2)又は3)に準じて補強を行う耐火補強筋：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）
開口補強筋Ｄ１３ 仮想開口※3溶接金網又は異形鉄筋耐 火 時 間     コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重 ※1 クローサークローサー（Ｄ１０－＠２００） すみ肉溶接又はドリルねじ

梁耐火被覆 ＱＬデッキ受材φ４－１３　＠６００以下QLデッキ受材ＦＢ６５×６等ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照床、１時間耐火
φ６－１５０x１５０普通コンクリート ８０ｍｍ 以上 (APWの場合 ＦＢ６５×９等) 柱廻りＱＬデッキ切欠き焼抜き栓溶接又は打込み鋲FP060FL-9101 ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照 Ｌ

ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 ９５ｍｍ 以上 算出式 注５)Ａ 参照床、２時間耐火 開口補強筋Ｄ１０ 開口補強筋Ｄ１０・ＱＬデッキが単純支持となる場合、耐火補強筋を配筋する。配筋はＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事による。普通コンクリート φ６－１００x１００
耐力補強筋 ２）に準ずFP120FL-9113 ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上 算出式 注５)Ｂ 参照 ・耐火補強筋・端部補強筋が必要な場合、ＱＬデッキの各溝中央部にかぶり４０ｍｍで配筋する。

コンクリート表面よりのかぶり厚さが３０ｍｍ ・耐火補強筋、端部補強筋共、梁へ１５０ｍｍ以上定着させる。梁上で定着が１５０ｍｍとれない場合は、 ｗ２）ｗ:600mm以下  Ｌ:900mm程度以下ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）
　Ｌ型に曲げて１５０ｍｍ以上を確保する。普通又は軽量コンクリート になるようレベル保持し、全面に配筋する。または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設） Ｍ開口補強筋Ｄ１０ 耐力補強筋ａt＝耐火補強筋 Ｄ１３普通コンクリート ｗ ｆt･ｊＡ）大梁小梁共にＳ造の場合 Ｂ）大梁小梁共にＲＣ又はＳＲＣ造の場合溶接金網 Ｍ：開口によって生じる隣接スラブの増加曲げモーメント３

０

３
０

３
０

コンクリート厚さコンクリート厚さ Ｌ1 ＱＬデッキが単純支持となる場合、 ＱＬデッキは単純支持、耐火補強筋が必要。 開口部ＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さ ａd又はａtの大きい方３
０

耐火補強筋が必要。４
０

耐火補強筋 Ｄ１３ 2１５０ １５０ 耐火補強筋ａd＝１.２７×(１＋ｎ／２)ｃｍ（単純支持）ＱＬデッキ(単純支持)３０ ３０ ＱＬデッキ １５０ｍｍ以上耐火補強筋 Ｄ１３ 2ＱＬデッキ 耐力補強筋ａt＝Ｍ／(ｆt×ｊ)ｃｍ５０ 耐火補強筋Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３ ｎ：FP060FL-9101、FP120FL-9113の耐火仕様でＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理） Ｓ梁 焼抜き栓溶接、打込み鋲ＲＣ梁又はＳＲＣ梁
　　要求されるＤ１３耐火補強筋が切断された又は頭付きスタッド
　　場合の切断された耐火補強筋の本数横筋 ＲＣ梁、ＳＲＣ梁ＱＬデッキ １５０ ＱＬデッキスパン                      スパン注１）スパンとは鉄骨梁の場合デッキプレートを支持する梁の中心間距離、鉄筋コンクリート梁の場合梁内法寸法をいう。 ｗ(単純支持) ３）ｗ＞600mmの場合溶接金網の重ね代Ｌ1:1メッシュと５０ｍｍ以上 小梁補強連続支持 単純支持注２）スパンが３.４ｍを超える場合は、合成スラブと梁とは頭付きスタッド（軸径１６ｍｍ以上、ピッチ３００ｍｍ以下）で結合する。

φ６-１５０×１５０は２００ｍｍ以上 合成スラブ コンクリート箱抜き合成スラブ注３）鉄骨梁の場合、梁との接合は焼抜き栓溶接、打込み鋲、または頭付きスタッドを用いる。 Ｃ）大梁がＲＣ又はＳＲＣ造、小梁がＳ造の場合φ６-１００×１００は１５０ｍｍ以上 ≧４０･Ｄ コンクリート硬化後注４）梁の耐火被覆  梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合は、それらに応じ耐火被覆を施す。
ＱＬデッキが連続支持となる場合、ＲＣ又はＳＲＣ造の大梁部側では端部補強筋を配筋する。 開口部ＱＬデッキを切断耐火補強筋Ｄ１３注５）許容積載荷重Ｗ　算出式 Ｌ2 ｗ　：支持スパン（ｍ） 端部補強筋コンクリートのかぶり４０ｍｍ 開口
１５０  ８５０ ＬＱＬ９９-５０ ＱＬ９９-７５ ８５０  １５０ＱＬデッキ(連続支持) Ｄ１３、長さ１.０ｍ３

０

大梁上 大梁上 部［Ａ］ＱＬ９９－５０                                   ［Ｂ］ＱＬ９９－７５ 溶接金網又は異形鉄筋
Ｌ２ 開口補強筋Ｄ１３２ 2２.７ 2 ３.４

Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下 Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下
８５０ＲＣ梁、ＳＲＣ梁              鉄骨梁 耐力補強筋 開口補強筋Ｄ１０１５０※許容積載荷重は、床にかかる全荷重(仕上げ荷重も含む)から床荷重(デッキプレートとコンクリートの自重)を差し引いた値を示します。小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接） 小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接） ＱＬデッキスパン                      スパン異形鉄筋Ｄ１０-＠２００以下 ４

０

(連続支持)付帯条件 スペーサー＠１.０ｍ以下
※ 異形鉄筋の重ね代Ｌ2：JASS 5による 連続支持合成スラブの場合、デッキプレートは２スパン以上にわたって連続的に小ばり等によって、ほぼ等間隔(スパン比３：２を超えない程度　) ※開口補強の詳細は、合成スラブ工業会発行「合成スラブの設計・施工マニュアル」※配筋のスペーサーはφ４．０ｍｍ以上鉄線またはセメントブロックを用いて間隔は１．０ｍ以下とする。例）Fc18 SD295の場合、４５Ｄ以上 （Ⅰ）合成スラブの設計　４．合成スラブの開口補強方法　を参照する。に支持されるものとする。 ※合成スラブ工業会発行「合成スラブの設計・施工マニュアル」参照「ＱＬデッキ設計マニュアル」に基づいて決定する。

１.５ＱaＡw ＝　　　　　　×１０００ｍｍ かつ６００ｍｍ 以下
DＱ

Ｑa：焼抜き栓溶接１個当たりの長期許容せん断力（Ｎ） 焼抜き栓溶接 Ａw 鉄骨梁の場合 ３）焼抜き栓溶接１）頭付きスタッド ２）打込み鋲 【焼抜き栓溶接（ＳＰＷ）及び自動焼抜き栓溶接（Ａ.Ｐ.Ｗ）】墨　出　しＱ ：設計最大せん断力(Ｎ/m)D  １）墨出し線に合わせて１枚目のデッキプレ 　　国土交通省告示第３２６号(平成14年4月16日制定)及び国土交通省告示第６０６号(平成19年6月20日改正)の　　施工は、JASS6「鉄骨工事」による。 　　施工は打込み鋲製造業者の施工要領による。 □事前検査板厚　　 　　　　Ｑa (Ｎ)Ａw：焼抜き栓溶接ピッチ 　　 ートを仮止め溶接した後、順次適当な枚 　　デッキプレートと梁とはアークスポット溶接等で接合する。 　　施工の仕様等については別途製造業者へご確認下さい。 　　第２接合ハ(4)焼抜き栓溶接に基づく下記仕様による。（梁フランジの表面処理条件；黒皮または一般錆止め塗装） ＳＰＷ：適正な溶接を行うため下記1)または2)の方法で電流値をチェックする。１.２　  　　　４,９００  　　数(５～１０枚)ごとに仮止め溶接する。 　 　　日本ヒルティ(株) 　　合成スラブ工業会主催の「焼抜き栓溶接講習会」の受講が望ましい。 1) 検流計での計測敷込み仮止め溶接
１.６　７,３５０(SPW)、６,８６０(A.P.W)  ２）各大梁上にデッキプレートの溝部が乗るＡw ＝（　　　　）mm 2) 溶接棒の消費長さによる確認　　　未使用の規定の溶接棒を用いて、アーク手溶接 ＣＯ2アークスポット溶接焼抜き栓溶接［ＳＰＷ］ 自動焼抜き栓溶接［Ａ.Ｐ.Ｗ］ 　　ように敷込む。 　　アーク長さを約３mmに保持し、１０mm程度の円を描いて１０秒間溶接（注）接合に頭付きスタッドを用いる場合、焼抜き栓溶接は不要 大梁 QLデッキと梁との接合 （１）溶接機 （１）一次側電源の必要容量：仮設電力の場合　１８ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ 　　した時の溶接棒の消費長さが４５～５３mmであること。

工　　程                 手　　順　・　要　　領１）頭付きスタッド 交流アーク溶接機 ＡＷ２５０Ａ以上　エンジン溶接機 ２３０Ａ以上 発電機の場合　　３５ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ Ａ.Ｐ.Ｗ：試し溶接を行って溶接径を確認する。 　　デッキプレート幅方向のかかり代は、
２）打込み鋲 QLデッキを梁になじませ(隙間２mm以下)溶接棒を （２）ワイヤの種類と直径　：ＹＧＷ　１１、１２　φ１.２ｍｍ（２）溶接棒 　　５０ｍｍ以上あることを確認する。 □溶接後の外観検査１    アーク発生フラッシング ３）焼抜き栓溶接ハンガー金具 QLデッキに垂直にしてアークを発生させる。JIS Z 3211のE4316、E4916 に定める低水素系被覆アーク溶接棒で （３）標準溶接条件：下表　　（頭付きスタッドの場合は３０ｍｍ以上） 1) 溶接箇所の確認　　2) 焼き切れ、余盛り不足の有無（ＱＬデッキ割付の幅調整に用いる） （ＱＬデッキ下溝を利用する天井インサート用金具） 棒径４mmφのもの 溶接棒を若干引き上げてアークを飛ばし、 ３）デッキプレート長手方向の大梁のかかり13

.5

3) 標準余盛り径　SPW；18mm以上　A.P.W；25mm±3QLデッキ板厚 梁フランジ板厚 電流（Ａ） 電圧（Ｖ） アークタイム（秒）２  QLデッキ焼抜き（３）標準溶接条件 径10mm弱で"の"の字を描いてQLデッキを焼抜く。 　　代は、５０ｍｍ以上あることを確認する。 □不良部の補修溶接金網敷込み ３.０～４.０×１度打ち６～９ｍｍ未満 ３００～３２０ ３３～３５Ｗ（１００～２５０） ２５ 梁フランジ板厚：６mm以上 １.２ｍｍ ＳＰＷ　の場合：スラグ除去後、梁にデッキプレートを密着させて再溶接する。４
０

溶接棒を梁上まで押し込み、焼抜きの内側を ３.０～４.０×２度打ち９ｍｍ以上 ３００～３２０ ３３～３５ＲＣ梁またはＳＲＣ梁の場合 ３  押し込み・溶着溶 接 電 流　 ：１９０～２３０Ａ(標準２１０Ａ) 　　　　　　　　不具合箇所に溶着金属を流し込む要領で補修。なぞるように円中央へ２～３回転しながら運棒。クローサー （４）溶接工の資格 ３.５～４.５×１度打ち １）デッキプレートは梁型枠に釘止めする。 ６～９ｍｍ未満 ３４～３６３００～３２０検　　査 Ａ.Ｐ.Ｗの場合：重ね溶接して補修する。（ＱＬデッキの小口ふさぎに用いる） １.６ｍｍ溶着金属を整え、中央部でそっと溶接棒を引きJIS Z 3801、JIS Z 3841 における基本級の有資格者 ２）デッキプレートの梁型枠へののみ込み代２
８

４.０～４.５×２度打ち９ｍｍ以上 ３４～３６３００～３２０４     整　　形 【そ　の　他】上げる。スラグを除去して仕上がりを確認。 　　が幅方向１０ｍｍ以上、長手方向が３０ （５）手順・要領１８５ 注１.デッキプレート　板厚１.２、１.６ｍｍ　表面条件：Ｚ１２、Ｚ２７、裏面塗装 (1)ＱＬデッキ相互の嵌合状況　(2)ひび割れ拡大防止筋の敷込み状況　(3)開口部の補強状況コンクリート打設  　　ｍｍあることを確認する｡ 溶接時間の目安；電流値２１０Ａ(標準)の場合８秒程度右の１～４の順に行う。 　２.ＣＯ2ガス流量：２０㍑／分以上

QL99-75QL99-50 (単位：ｍ)(単位：ｍ) S造・施工時のスパンの取り方施工時許容スパン表（デッキプレートの検討） ｺﾝｸﾘｰﾄ厚(mm) 100100 60 70 80 9060 70 80 90ｺﾝｸﾘｰﾄ厚(mm)
板厚(mm) 板厚(mm)1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.61.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 【単純支持】

注１：普通コンクリート（単位体積重量24.0kN/㎡）、
支
持
条
件

支
持
条
件

3.372.54 3.61 3.55 3.48 3.422.75 2.69 2.64 2.59 3.072.33 3.31 3.24 3.18 3.132.52 2.47 2.42 2.37 単純(内法)単純(内法)
スパン(3.37)(2.54) (3.61) (3.55) (3.48) (3.42)(2.75) (2.69) (2.64) (2.59) (3.07)(2.33) (3.31) (3.24) (3.18) (3.13)(2.52) (2.47) (2.42) (2.37)表面処理が亜鉛めっきの場合

4.073.41 4.30 4.24 4.18 4.133.67 3.61 3.54 3.47 3.733.12 4.02 3.96 3.91 3.833.38 3.31 3.24 3.18注２：（）数値は表面処理がめっきなしまたは塗装品の許容スパンを示す。 【連続支持】２連続２連続
(4.07)(3.41) (4.30) (4.24) (4.18) (4.13)(3.67) (3.61) (3.54) (3.47) (3.49)(3.07) (3.89) (3.78) (3.67) (3.58)(3.38) (3.31) (3.24) (3.15)

注３：表を超える場合は、別途支保工が必要です。 3.833.15 4.05 3.99 3.93 3.883.40 3.33 3.26 3.20 3.582.88 3.78 3.73 3.68 3.633.12 3.05 2.99 2.93 スパン スパン３連続３連続 その他の納まり・参考例等については、ＱＬデッキ施工マニュアルまたは別途『納まり図』(技術資料CADデータ収録)を参照下さい。(3.83)(3.15) (4.05) (3.99) (3.93) (3.88)(3.40) (3.33) (3.26) (3.20) (3.58)(2.88) (3.78) (3.73) (3.68) (3.63)(3.12) (3.05) (2.99) (2.93)

２０２１／７／０１

デッキプレートと梁の納まり〔RC･SRC梁〕
標　　準　　納　　ま　　り

耐　火　仕　様
【連続支持合成スラブ】

設　　　　　　計

デッキプレートと梁の納まり〔S梁〕

【単純支持合成スラブ】

開口部補強案

スラブの配筋 耐火仕様の配筋

焼抜き栓溶接
デッキプレート幅方向

デッキプレートスパン方向

デ ッ キ プ レ ー ト と 梁 と の 接 合施工順序 敷　込　み 検　　　　査

施　
　
　
　

工

アクセサリー

[耐火認定FP60FL-9095,9101,FP120FL-9107,9113用]

［ISO 9001認証取得］材料／デッキプレート

表　面　処　理デッキプレート種類 板厚(mm)

端部加工
□ＱＬ９９-５０

□ｴﾝｸﾛ有り
*1□裏面防錆処理(一次塗装) ＱＬプライマー(P)□ＱＬ９９-７５ □無し

□亜鉛めっき [ □Z12　 □Z27 ]□1.2

□JFEｴｺｶﾞﾙ(高耐食溶融めっき鋼板) [ □Y18   □Y27 ]□1.6
□その他(　　　　　　　　　　　　　)　□無し

 　材　　質　　　ＪＩＳ Ｇ ３３５２に定めるＳＤＰ１Ｔ、ＳＤＰ２、ＳＤＰ２Ｇ　
*1 現場搬入までの一次防錆（ＪＩＳ Ｋ ５６２１ ２種または３種相当）

材料／コンクリート

 種  　　　     類  □普通コンクリート  □軽量コンクリート [ □１種   □２種 ]
2 設 計 基 準 強 度  □１８　　　□２１　　　□２４　　　□（　　　）Ｎ／ｍｍ

 厚さ(QLデッキ山上) □６０ □７０ □８０ □８５ □９０ □９５ □１００ □（　　　）ｍｍ

材料／溶接金網・異形鉄筋

□φ６-７５×７５ □φ６-１５０×１５０
 □ 溶 接 金 網  ＪＩＳ Ｇ ３５５１ *2□φ６-１００×１００ □（　　　　　　　　　　）

□Ｄ１０-１５０×１５０
 ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７ □ 異 形 鉄 筋

□Ｄ１０-２００×２００ □（　　　　　　　　　　）

 ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７ 　Ｄ１３-＠３００

*2 線形6㎜以上を用いたもの
接　　　合

JIS B 1198 □φ１３ □φ１６ □φ２２
□頭付きスタッド *3（各長さ・ピッチは特記による　）

梁 と の 接 合 □焼抜き栓溶接 下記焼抜き栓溶接の項による

□打込み鋲 接合箇所は特記による

□その他
*3 最小長さはデッキ高さ＋30㎜以上とする

耐　　　火

ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ 耐火区分 支持条件 ｺﾝｸﾘｰﾄ種別 耐火補強筋 認定番号

単純 要 □ＦＰ０６０ＦＬ－９１０１
床１時間

QL99-50 連続 不要 □ＦＰ０６０ＦＬ－９０９５
普通/軽量

QL99-75 単純 要 □ＦＰ１２０ＦＬ－９１１３
床２時間

連続 不要 □ＦＰ１２０ＦＬ－９１０７
注）床２時間は床１時間耐火を含む

 □指定なし  □（　　　　　　　　　　　　　　） □（　　　　　　　　　　　　　　）その他

特　　　記
支 保 工 有 無  その他：

 □ 無    □ 有 

上欄内の採用項目に ﾚ を記して下さい。□

 　 耐火補強筋

□φ１９

記 事 楠 山 設 計会社
株式

オー・エックス芭蕉の辻ビル

仙台市青葉区一番町三丁目3番16号

ＴＥＬ（022） 224-1207

宮城県知事  登録   第23110182号

一級建築士事務所

板垣俊也　　登録　 第207908 号

Ｎｏ．図　　　　　　　面　　　　　　　名工　　　　　　　事　　　　　　　名縮　　尺月　　日設　　　　計　　　　部承　　認設　　　　計　　　　者



くい部材

トップ・プレート

継手ボルト（F10T/S10T）

ベース・プレート

▼設計 G.L

柱部材

▼継手レベル

トップ・プレート継手ボルト

仮設ボルト孔

ベース・プレート

※ボルト長さはレベル誤差を考慮

          ※掘進が困難と想定される地盤では掘削刃付きタイプを使用する。

くい径 Dp（mm）

Ap（mm）

Dw（mm）

114.3

0.0514

256.9

139.8

0.0780

314.7

165.2

0.1089

372.3

190.7

0.1562

446.0

216.3

0.1993

503.7

267.4

0.2884

606.0

318.5

0.4058

729.9

355.6

0.4228

745.0

400.0

406.4

0.5105

818.6

砂
質
地
盤
（
礫
質
地
盤
含
む
）

粘
土
質
地
盤

基礎ぐい先端の有効断面積（Atp）一覧表

1Dp

【 回転貫入鋼管杭　ジー・エクスパイル 】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（GBRC性能証明第11-05号改2）

　　※　下表の推奨値は施工偏心を見込まない場合

　　　　※くい頭溶接の鉄筋は

　　　　　引抜き力だけを負担

　　　　　する

　　　　　　※ずれ止め、吊型

　　　　　　　枠を取付け後、

　　　　　　　くい頭補強筋を

　　　　　　　溶接する

ずれ止め

　　　　　　　　　　　　　　（特許第6660446号）

a.くい芯･逃芯墨出

b.建て込み

e.くいの接続

回転

回転埋設

孔あけドリル

溶接 溶接

1Dp

d.回転埋設 f.TPくいの接続

g.くいの回転埋設

h.埋設完了

i.プレート

孔あけ

c.固 定

▼支持層

▼地面

　施工

接続 接続

TP

　　　　　※　くい頭補強筋については別途検討が必要

埋設

　　　　　※　国住参建第2401号、2402号（令和3年12月20日）による基準強度の指定

中詰めコンクリート

くい頭補強筋

中詰めコンクリート

くい頭補強筋

中詰めコンクリート

中詰めコンクリート 中詰めコンクリート

ずれ止め

くい頭補強筋

最大回転半径：R

【許容支持力および適用範囲】

１　件名

　　 G-ECSパイル工法

５　適用範囲 ３　継手

【 G-ECSパ イルの構造・規格】

１　 G-ECSパ イルの寸法  

３　くい材から決まる許容支持力

４　引抜き方向の短期支持力

【施工管理方法】

【くい頭部の接合例  】

【くい芯間隔とへりあきの推奨値】

【 ECS-TP工法】

　　　　　　　　Ap=e･Ag

　　　　　　　　　 e ：有効率（くい径300mm未満で1.0、 300mm以上で0.97）

　　　　　　　　　 Ag：基礎ぐい先端の実断面積（㎡）

　　　　　　Ns：基礎ぐい周囲の地盤のうち砂質地盤の標準貫入試験による打撃回数の平均値（回）

　　　　　　Ls：基礎ぐい周囲の地盤のうち砂質地盤に接する有効長さの合計（m）

　　　　　　qu：基礎ぐい周囲の地盤のうち粘土質地盤の一軸圧縮強度の平均値（kN/㎡）

　　　　　　Lc：基礎ぐい周囲の地盤のうち粘土質地盤に接する有効長さの合計（m）

　　　　　　ψ：基礎ぐいの周囲の長さ（m）

　　　基礎ぐい先端の有効断面積（Ap）、および等価円直径（Dw）

　　　　　　　　LNa=　　Ae(1-α 1-α 2）
　　　　　　　　　　 F

　　　　　　　　　　1.5

*

　　　　　ただし、

　　　　　　F　=F･（ 0.80+2.5･te/r）　　　（0.01≦ te/r＜ 0.08）

　　　　　　F　=F　　　　　　　　　　　　（te/r≧ 0.08）

*

*

　　　　　ここで、

*

　　　　　　te：腐食しろを除いた鋼管の厚さ（mm）

　　　　　　r ：鋼管の半径（mm）

　　　　　　α1：長さ径比による低減率

　　　　　　　　 L＞100Dpの場合、α1=（L/Dp-100） /100

　　　　　　　　 L≦100Dpの場合、α1=0

　　　　1）くい材から決まる長期許容支持力

　　　　2）くい材から決まる短期許容支持力

　　　　　　　　SNa=1.5× LNa

　　　　　　　　tRa=　　κ･Nt･Atp+Wp
　　　　　　　　　　 2

　　　　　　　　　　 3

　　　　1）地盤から決まる引抜き方向の短期許容支持力

　　　　　ここで、

　　　　　　κ ：先端抵抗係数（砂質地盤（礫質地盤含む）　κ=56）

　　　　　　Nt ：基礎ぐいの先端付近（くい先端より上方に3Dwの範囲）の地盤の標準貫入試験による打撃

　　　　　　　　 回数（N値）の平均値（回）

　　　　　　Atp：基礎ぐいの先端の有効断面積（㎡）

　　　　　　Wp ：浮力を考慮したくいの有効自重（kN）

　　　　2)くい材から決まる引抜き方向の短期支持力

　　　　　　　　tNa=F･Ae

　　　　1）適用する地盤の種類

　　　　 a.くいの許容支持力（押込み方向）

　　　　2）最大施工深さ

　　　　　くい径（Dp）の130倍とし下表による

　　　　3）適用する建築物の規模

　　1）溶接継手標準図

（上下で肉厚が同じ場合）　　　（肉厚が異なる場合）

　　　a.ロボット本体仕様

　　　　本体外形寸法：幅388mm、奥行120mm、

　　　　レール寸法：幅120mm、厚さ20mm

　　　　本体重量：約4.5kg

　　　b.溶接方法

　　　　セルフシールドアーク溶接

　　　c.適用くい径

　　　　Dp=165.2～ 406.4mm

　　　　　※上記数値は標準タイプの場合

　G-ECSパイル工法では、以下の管理方法により現場ごとの「支持層確認管理値」を決定し、くいの先端が確

　実に支持層に到達していることを確認して、打ち止め管理を行う。

　1）PR値

　 　G-ECSパイル工法は「PR値」により施工管理を行う（PR値：くい1回転あたりの地中への貫入量（mm））

　2）施工管理方法

　 a.本ぐいの施工に先立ち、地盤調査（標準貫入試験）位置または近傍にて試験ぐいの施工を行う。試験ぐ

　 　いでは、地表面からくい先端所定位置まで全長に亘り、深度・PR値・トルクを測定し、地盤調査資料と

　 　比較して整合性を検証する。このとき、地盤調査位置近傍に本ぐいがある場合には、これを試験ぐいと

　 　することができる。　　　※くい先端所定位置：設計上必要とされるN値の発現深度

　 b.試験ぐいに不整合が無ければ、試験ぐいの施工データと比較しながら本ぐいを3本施工し、支持層上端

　 　より1.0m上部（引抜き方向の支持力を負担するくいについては3Dwかつ1.0m上部）から試験ぐいと同一

　 c.試験ぐいを含めた管理値設定ぐい計4本について、支持層上端におけるPR値の平均値を求める。また、

　 　合わせてトルクの最小値を求める。

　 d.c.で求めた平均値の130%を当該現場における「支持層確認管理値」とする。また、トルクの最小値とバ

　 　ラつきの程度を考慮して打ち止め参考トルクを設定する。

　 e.本ぐいの施工時には、支持層上端と想定される深度より1.0m上部（引抜き方向の支持力を負担させるく

　 　管理値」以下となった深度を支持層上端とする。

　 f.支持層上端より1Dp以上くいを根入れし、打ち止めとする。根入れの時はくいを正転させ、打ち止める。

　 ※　PR値が「支持層確認管理値」以下となった後、根入れの際に施工トルクがくい体の短期許容ねじり強

　 　　さを超える場合、またはPR値が「支持層確認管理値」の30%以下となる場合には、1Dpの根入れと同等

　 　　として扱う。

　 g.くいの高止まり時の処置：打ち止め条件は満たしているが、貫入が困難な場合で支持層上端以深の地盤

　 　にN値の落ち込みがないことが確実な場合は、その位置で打ち止めとし、くい頭は地面で切断とする。

　 h.くい長不足の処置：打ち止め条件を満たさないくいは適宜継いで、「支持層確認管理値」以下になるま

　 　で施工する。ただし、最大施工深さを超える場合には、監理者・設計者と協議の上、指示による。

　4）管理値

　　 ECS-TP工法の水平方向施工管理許容値は±20mm以内、鉛直方向の施工管理許容値は0～-10mmとし、これ

　　 を超える場合は対処方法について監理者・設計者と協議を行うものとする。

　3）施工手順

　   a.～ b. 逃げくいは、直角方向2か所設定する。基準は、地面に固定したもの（鉄板等）に印す。

　   f.～ g. TPくい（上くい）に、TP治具を取付け、回転埋設する。

　   h.　　 G-ECSパイル工法打ち止め管理基準を満足していることを確認し、所定レベル0～-10mmで埋設

　   i.     テンプレートを用いてトップ・プレート上にボルト孔の墨出しを行い、位置再確認の後、ボル

　   　　   ト孔あけドリルにより施工する。

株式会社　三誠

　ECS-TP（エクス・ティーピー）工法とは、回転貫入鋼管杭として大臣認定を取得したG-ECSパイル工法を用

　いた、柱杭一体型の施工方法をいう

　1）ECS-TP工法標準図

　      　　完了とする。

　本社　　　　　　　　　　東京都中央区新川1-8-8アクロス新川ビル9F

　　　　　　　　　　　　　Tel 03-3551-0211  /  Fax 03-3551-0217  /  https://sansei-inc.co.jp/

　東日本支店　　　　　　　埼玉県さいたま市南区南浦和2-40-2南浦和ガーデンビル6F

　　北関東営業所　　　　　Tel 048-813-6612  /  Fax 048-813-6615 

　　東北営業所　　　　　　Tel 022-217-8105  /  Fax 022-217-8137

　　新潟営業所　　　　　　Tel 025-242-2180  /  Fax 025-242-2183

　　　北陸出張所　　　　　Tel 076-231-0750  /  Fax 076-231-0751 

　　北海道営業所　　　　　Tel 011-252-2556  /  Fax 011-252-2557

　東京支店　　　　　　　　東京都中央区新川1-8-8アクロス新川ビル9F

　　東京支店　　　　　　　Tel 03-3551-0211  /  Fax 03-3551-0217

　　　神奈川出張所　　　　Tel 045-263-1625  /  Fax 045-263-1626

　西日本支店　　　　　　　大阪府大阪市中央区今橋3-2-20洪庵日生ビル3F

　　関西営業所　　　　　　Tel 06-6233-7300  /  Fax 06-6233-7310

　　中四国営業所　　　　　Tel 082-568-1310　 /　Fax 082-568-1311

　　中部営業所　　　　　　Tel 052-203-8551  /  Fax 052-203-8552

　九州支店　　　　　　　　福岡県福岡市博多区博多駅前1-31-17東宝福岡ビル5F

　　九州営業所　　　　　　Tel 092-433-5833  /  Fax 092-433-5834

　 G-ECSパイル工法

　　認定番号　　　　　TACP-0585

　　認定書　　　　　　国住指第755号

　　性能評価書　　　　BCJ基評-FD0124-04

　 G-ECSパイル工法

　（くい先端地盤：粘土質地盤）　（くい先端地盤：砂質地盤（礫質地盤含む））

　   c.～ d. くいの位置を固定し、回転埋設を行う。

　   j.　　 レベル調整用フィラーを敷設し、柱の建方を行う（鉄骨建て入れ直しの前工程でくい頭周辺に

　   　　　 捨てコンクリートを打設しておくことが望ましい）。

　   e. 　　くいの接続を行う。

　　　　　　　　　　　　　　 （粘土質地盤　　　　　　　　κ=56）

　　　　　　　　　（砂質地盤　 10≦ Nt≦ 60　 Ntを算出する時の個々のN値は、

　　　　　　　　　（粘土質地盤  5≦ Nt≦ 50　 Ntを算出する時の個々のN値は、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 N<2のときN=0、 N>50のときN=50）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 N<5のときN=0、 N>100のときN=100）

　　　　 　　　　　　　　　：粘土質地盤（φ267.4まで）

　　　　 b.引抜き方向の短期支持力

　　　　 　くい先端地盤　　：砂質地盤　（礫質地盤含む）

　　　　 　　　　　　　　　：粘土質地盤（φ267.4まで）

　　　　 　最小くい長　　　：砂質地盤　　3mと10Dpの大きい方

　　　　 　　　　　　　　　：粘土質地盤　5m

　　　a.φ139.8以下の場合 　　　b.φ165.2以上の場合

　 　の押圧力でPR値を測定する。

　　 いについては3Dwかつ1.0m上部）から試験ぐいと同一の押圧力でPR値・トルクを測定し、「支持層確認

　　　　　　　　　　　高さ236mm

　  ※　高止まり時の支持層上端より以深の地盤にN値の落ち込みが予想される場合には、くいに逆回転を与え

　 　　て引抜き、アースオーガ―等にて掘削して施工困難な層を打抜き後、再施工とする。アースオーガー

　 　　等による先行掘削は支持層上端の1.0m程度上部（引抜き方向の支持力を適用するくいについては3Dwか

　 　　つ1.0m上部）とする。

　　性能評価書　　　　BCJ基評-FD0178-01

　　　　　　α2：溶接継手による低減率（α2=0）

　　　　 　くいの周囲の地盤：砂質地盤、および粘土質地盤

　　　　 　くいの周囲の地盤：砂質地盤、および粘土質地盤

　タイプA-1（引抜力を負担しないくいの場合） タイプA-2（引抜力を負担させるくいの場合）

　タイプB（仮想鉄筋コンクリート円柱）

　タイプC-1（ずれ止めを用いる場合） タイプC-2（くい頭補強筋とずれ止めを用いる場合）

　2）ECS-TP工法施工手順図

【国土交通省大臣認定、性能評価】

　　　　　　Ae ：腐食しろを除いた鋼管の断面積（mm ）　　　　　　F ：上記の式より計算した数値（N/mm ） 2

　　　　　　F ：設計基準強度（N/mm ）

2

2

　　　　 　くい先端地盤　　：砂質地盤　（礫質地盤含む）

　　2）現場自動溶接ロボット工法　ECS-AW

（mm）

　　　　　※1　φ216.3の翼部のみ材質はSM490Aとし、これ以外はSS400とする

部位 使用材料

基礎ぐいの軸部

JIS G 3475（ 1996）に定めるSTKN400W、STKN400B、及びSTKN490B

くい先端部の翼、
JIS G 3106（ 1999）に定めるSM400A、SM400B、SM400C、 SM490A、SM490B、

JIS G 3101（ 1995）に定めるSS400

　及び組立版

キー材、及び
JIS G 3101（ 1995）に定めるSS400

　裏当て金具
JIS G 3106（ 1999）に定めるSM400A、SM400B、SM400C、SM490A、SM490B、

　　　　　　　　　　　　　SM490C、SM490YA、及びSM490YB

　　　　　※　 寸法公差は性能評価書の内容に準じる

　　　　　　　　　　　　　SM490C、SM490YA、及びSM490YB

JIS G 5525（ 1994）に定めるSKK400、及びSKK490

くい径 Dp（mm）

呼称 Dp

くい径

（mm）

間隔 A

くい芯

（mm）

114.3 114.3 440 140

139.8 139.8 540 150

165.2 165.2 640 175

190.7 190.7 760 210

216.3 216.3 850 240

267.4 267.4 1030 300

318.5 318.5 1300 400

355.6 355.6 1300 400

400.0 400.0 1500 500

406.4 406.4 1500 500

B

へりあき

（mm）

くい径

Dp

（mm）

114.3

139.8

165.2

190.7

216.3

267.4

318.5

355.6

400.0

406.4

等価円

直径Dw

（mm）

有効断面積

Atp

（㎡）

適用

地盤

Dp

（mm）

114.3

139.8

165.2

190.7

216.3

267.4

318.5

355.6

（400.0）

406.4

Dw

（mm）

256.9

314.7

372.3

446.0

503.7

606.0

729.9

745.0

818.6

818.6

t1

（ mm）

4.5

6.0

4.5

6.6

5.0

7.1

9.3

5.3

7.0

8.2

8.2

10.3

12.7

8.0

9.3

12.7

16.0

19.0

6.9

10.3

12.7

16.0

19.0

9.5

12.7

16.0

19.0

9.0

12.0

9.5

12.7

16.0

19.0

t2

（mm）

12

12

12

16

16

19

22

22

25

25

t3

（mm）

16

19

19

22

22

28

32

32

36

36

※1 L1

（mm）

70

90

110

130

150

180

220

220

240

240

L2、L4

（mm）

140

170

200

240

270

325

390

400

440

440

L3

210

260

310

370

420

505

610

620

680

680

L5

（mm）

52

60

65

80

90

110

115

120

135

135

L6

（ mm）

135

165

185

225

250

305

360

390

440

440

R

162

198

234

280

316

380

457

466

512

512

（mm）

114.3 139.8 165.2 190.7 216.3 267.4 318.5 355.6 400.0 406.4

52.8352.0046.2241.4034.7614.86 18.17 21.48 24.79 28.12
　深さ（m）

最大施工

２　地盤の許容支持力

　　　　　（くい先端地盤：粘土質地盤　　　　　　　　BCJ基評-FD0178-01）

　　　　　（くい先端地盤：砂質地盤（礫質地盤含む）　TACP-0585）

　　　本工法により施工される基礎ぐいの許容支持力を定める際に求める長期並びに短期に生ずる力に対す

　　　る地盤の許容支持力

　　　　1）長期に生ずる力に対する地盤の許容支持力（kN）

　　　　　　　　Ra=　　｛αNAp+(β NsLs+γ quLc)ψ｝
　　　　　　　　　　 1

　　　　　　　　　　 3

　　　　2）短期に生ずる力に対する地盤の許容支持力（kN）

　　　　　　　　Ra=　　｛αNAp+(β NsLs+γ quLc)ψ｝
　　　　　　　　　　 2

　　　　　　　　　　 3

　　　　　ここで、

　　　　　　α：くい先端支持力係数（砂質地盤（礫質地盤含む）　α=184）

　　　　　　β：砂質地盤におけるくいの周面摩擦力係数（β=0）

　　　　　　γ：粘土質地盤におけるくいの周面摩擦力係数（γ=0）

　　　　　　 N：基礎ぐいの先端付近（杭先端より下方に1Dw、上方に1Dwの範囲）の地盤の標準貫入試験に

　　　　　　　　よる打撃回数（N値）の平均値（回）

　　　　　　Dw：基礎ぐい先端の実断面積（Ag）と等価な円の直径（以下、等価円直径という）

　　　　　　Ap：基礎ぐいの先端の有効断面積（㎡）

　　　　　　　　　　　　　　　　　（粘土質地盤　　　　　　　　α=150）

　　　　　　　　（粘土質地盤 10≦ N≦50）

　　　　　　　　（砂質地盤 　 5≦N≦60）

２　 G-ECSパ イルの材質

※2

※1

256.9

314.7

372.3

446.0

503.7

606.0

729.9

745.0

818.6

818.6

※JIS G 3444（ 1994）に定めるSTK400、STK490、及びSTK540

▽くい先端

(軸部鋼管の最下端)

　　　　　　　※1　最大施工深さは、施工地盤からくい先端までの施工深さ

　　　　　　　※2　くい先端が粘土質地盤で引抜き方向支持力を使用する場合は31.70m

　　 　　　延べ面積が、500,000 ㎡以下の建築物

　　沖縄営業所　　　　　　Tel 098-860-6001　 /　Fax 098-860-6002

0.0416

0.0624

0.0874

0.1277

0.1625

0.2323

0.3388

0.3366

0.4006

0.3966

2023.8.　改訂

　　　千葉出張所　　　　　Tel 03-3551-0211（本社転送）

　　指定書　　　　　　国住指第755-2号

Ｇ－ＥＣＳパイル工法設計施工標準

実 施

- S-
構造設計者

平間  勝久　一級建築士 登録　第359850号

    構造設計一級建築士 交付　第 10586号
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12Ｇ－ＥＣＳパイル工法設計施工標準亘理町立逢隈中学校トイレ増築工事R07.2
記 事 楠 山 設 計会社

株式
オー・エックス芭蕉の辻ビル

仙台市青葉区一番町三丁目3番16号

ＴＥＬ（022） 224-1207

宮城県知事  登録   第23110182号

一級建築士事務所

板垣俊也　　登録　 第207908 号

Ｎｏ．図　　　　　　　面　　　　　　　名工　　　　　　　事　　　　　　　名縮　　尺月　　日設　　　　計　　　　部承　　認設　　　　計　　　　者

 裏当金具
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倉庫(既存建物)

校舎(既存建物)

試験杭

試験杭
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（W＝50以上）
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P2P2 F2

F1
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杭
芯
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芯

杭
芯

杭 仕 様

上 杭符 号

P1

P2

下 杭 長期許容支持力 セット数杭 長羽根径

L= 6m

L= 6m

ｔ＝9.5・STK490

φ318.5

φ406.4

ｔ＝10.3・STK490

ｔ＝9.5・STK490

φ318.5

φ406.4

ｔ＝10.3・STK490

L= 3m

L= 3m

φ729.9

ｔ＝32

φ818.6

ｔ＝36

9.0m

9.0m

4

2720 kN/本

572 kN/本

実 施

N

wY1

wY2

wY3

wY2

wY3

wY1

wX1 wX2 wX1 wX2 wX1 wX2
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0

3,
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0

5,
26
0

8,
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0

5,
26
0

7,160 7,160 7,160
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0

29
0
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290 290290 290
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0

29
0
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S-
構造設計者

平間  勝久　一級建築士 登録　第359850号

    構造設計一級建築士 交付　第 10586号

A1=1/50
A3=1/100 ・1階柱1階梁床伏図

杭伏図

Ｙ方向

Ｘ方向
A1:1/50(A3:1/100)

Ｙ方向

Ｘ方向
A1:1/50(A3:1/100)基礎伏図兼ピ ット伏図

特記なき限り下記による。

1,本図は見下げ図とする。

特記なき限り下記による。

1,本図は見下げ図とする。

2,基礎下端　－－－

Ｙ方向

Ｘ方向
A1:1/50(A3:1/100)1

(1FL=設計GL+600)特記なき限り下記による。

2,地中梁天端 －－-

3,スラブ天端　---

階柱 1 階 梁床 伏図

1,本図は見下げ図とする。

(1FL=設計GL+600)(1FL=設計GL+600)

1FL-3002,杭頭天端　－－－

3,杭先端位置　－－－

1FL-1,800 (設計GL-1,200) (設計GL+300)(設計GL-1,600)1FL-2,200

3,ピット床天端 －－-

特記なき限り下記による。

2) 杭 種：鋼管杭

1) 工 法：Ｇ-ＥＣＳパイル工法
          大臣認定番号：TACP-0585

3) 杭 長：9.0m(杭先端：砂質土）
4) 杭天端レベル：設計GL-1,200

4, －－－　土間コンクリートを示す。

1FL-10,800

13

4,　　---　床下点検口　　　　　を示す。

5) 杭施工時に支持層を確認すること。

1FL-1,520 1FL-10

600ｘ600

6）継手：ECS－PJ（無溶接継手　評定番号：BCJ評定－FD0426－04

5，　　　　　－－－　上部　通気管を示す。 (VP50φ)

(VP150φ/2)下部　通水管を示す。

亘理町立逢隈中学校トイレ増築工事R07.2
杭伏図・基礎伏図兼ピット伏図記 事 楠 山 設 計会社

株式
オー・エックス芭蕉の辻ビル

仙台市青葉区一番町三丁目3番16号

ＴＥＬ（022） 224-1207

宮城県知事  登録   第23110182号

一級建築士事務所

板垣俊也　　登録　 第207908 号

Ｎｏ．図　　　　　　　面　　　　　　　名工　　　　　　　事　　　　　　　名縮　　尺月　　日設　　　　計　　　　部承　　認設　　　　計　　　　者



校舎(既存建物) 校舎(既存建物)校舎(既存建物)
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芯

鉄
骨
柱
芯

鉄
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柱
芯

鉄
骨
柱
芯

デッキＰ方向 デッキＰ方向ＬＬデッキＰ方向Ｌ

実 施

N
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wX1 wX2 wX1 wX2 wX1 wX2

8,
96
0

5,
26
0

8,
96
0

3,
70
0

5,
26
0

74
0

74
0

3,
70
0

7,160 7,1607,160

1,220 1,220 1,2201,220 4,720 1,220 4,720 1,220 4,720

290 290290 290290 290

29
0

29
0

29
0

29
0

S-
構造設計者

平間  勝久　一級建築士 登録　第359850号

    構造設計一級建築士 交付　第 10586号

A1=1/50
A3=1/100

Ｙ方向

Ｘ方向
A1:1/50(A3:1/100)1

特記なき限り下記による。

1,本図は見上げ図とする。

(鉄骨継手位置は梁芯より　　とする。）

600 とする。2,鉄骨継手位置は柱芯より

3,鉄骨天端 －－－

階柱 階梁床伏図2

Ｙ方向

Ｘ方向
A1:1/50(A3:1/100)

特記なき限り下記による。

1,本図は見上げ図とする。

(鉄骨継手位置は梁芯より　　とする。）600

600 とする。2,鉄骨継手位置は柱芯より

3,鉄骨天端 －－－

4,  印は、剛接合を示す。

階柱 階梁床伏図

Ｙ方向

Ｘ方向
A1:1/50(A3:1/100)

特記なき限り下記による。

(鉄骨継手位置は梁芯より　　とする。）600

600 とする。2,鉄骨継手位置は柱芯より

4,  印は、剛接合を示す。

階柱 階梁床伏 図2 3 3 R

3,鉄骨天端 －－－　水勾配による。

1,本図は見上げ図とする。

14

4,  印は、剛接合を示す。

600

2FL-140 3FL-140

亘理町立逢隈中学校トイレ増築工事R07.2 1～3階柱2～R階梁床伏図
記 事 楠 山 設 計会社

株式
オー・エックス芭蕉の辻ビル

仙台市青葉区一番町三丁目3番16号

ＴＥＬ（022） 224-1207

宮城県知事  登録   第23110182号

一級建築士事務所

板垣俊也　　登録　 第207908 号

Ｎｏ．図　　　　　　　面　　　　　　　名工　　　　　　　事　　　　　　　名縮　　尺月　　日設　　　　計　　　　部承　　認設　　　　計　　　　者



F1 F1F1 F1 F2 F2

柱側面フカシ
t=15

柱側面フカシ
t=15

柱側面フカシ
t=15

柱側面フカシ
t=15

柱側面フカシ
t=15

柱側面フカシ
t=15

t=15
梁側面フカシ

t=15
梁側面フカシ
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2FL

3FL

下端

RFL （水上）

最高高さ

鉄骨柱芯鉄骨柱芯 鉄骨柱芯 鉄骨柱芯鉄骨柱芯鉄骨柱芯

実 施
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S-
構造設計者

平間  勝久　一級建築士 登録　第359850号

    構造設計一級建築士 交付　第 10586号

A1=1/50
A3=1/100

軸組図-1 15亘理町立逢隈中学校トイレ増築工事

《共通事項》特記なき限り下記による

1FL-300(設計GL+300)

600 とする。

1，地中梁天端　－－－

2，鉄骨継手位置は柱芯より

R07.2

A1:1/100(A3:1/200)通り軸組図 A1:1/100(A3:1/200)通り軸組図A1:1/100(A3:1/200)通り 軸組図

基礎下端

設計ＧＬ

50
1

50
1

50
1

1,
60
0

記 事 楠 山 設 計会社
株式

オー・エックス芭蕉の辻ビル

仙台市青葉区一番町三丁目3番16号

ＴＥＬ（022） 224-1207

宮城県知事  登録   第23110182号

一級建築士事務所

板垣俊也　　登録　 第207908 号

Ｎｏ．図　　　　　　　面　　　　　　　名工　　　　　　　事　　　　　　　名縮　　尺月　　日設　　　　計　　　　部承　　認設　　　　計　　　　者



校舎(既存建物) 校舎(既存建物)

F1 F1 F1F1F2 F2

柱側面フカシ
t=15t=15 t=15

柱側面フカシ柱側面フカシ 柱側面フカシ
t=15

t=15
梁側面フカシ

t=15
梁側面フカシ

t=15
梁側面フカシ

t=15
梁側面フカシ
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RFL （水上）

最高高さ

鉄骨柱芯 鉄骨柱芯 鉄骨柱芯鉄骨柱芯
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構造設計者

平間  勝久　一級建築士 登録　第359850号

    構造設計一級建築士 交付　第 10586号

A1=1/50
A3=1/100

軸組図-2 16亘理町立逢隈中学校トイレ増築工事

《共通事項》特記なき限り下記による

1FL-300(設計GL+300)

600 とする。

1，地中梁天端　－－－

2，鉄骨継手位置は柱芯より

基礎下端

設計ＧＬ

A1:1/100(A3:1/200)通り軸組図 A1:1/100(A3:1/200)通り軸組図

R07.2

1,
60
0

記 事 楠 山 設 計会社
株式

オー・エックス芭蕉の辻ビル

仙台市青葉区一番町三丁目3番16号

ＴＥＬ（022） 224-1207

宮城県知事  登録   第23110182号

一級建築士事務所

板垣俊也　　登録　 第207908 号

Ｎｏ．図　　　　　　　面　　　　　　　名工　　　　　　　事　　　　　　　名縮　　尺月　　日設　　　　計　　　　部承　　認設　　　　計　　　　者



中詰めコンクリート

D13-@300
はかま筋

D13-@300
はかま筋

中詰めコンクリート

D13-@200 D13-@200

7-D16 7-D16

7-
D1
6

7-
D1
6

Y1

φ318.5F1 F2 φ406.4

cS1

150cS1
    D10-@200

    D10-@200

D13    -@150

    D10-@150

150S1

150

D13・D10-@200D13・D10-@200

    D10-@200    D10-@200

D13・D10-@200

    D10-@200
S2

D13　　　　-@200

D13・D10-@200

D10-＠200チドリ

D10-＠200チドリ

Ｄ１０－＠200

2-D16

2-D16

Ｄ１０－＠200

2-D10-@200

D13

Ｄ１０－＠200

D13-＠150

D10-＠150

2-D13

増打部

ダブル

またはＤ１６     Ｄ１９－＠２５０

(　　 は重ね継手で良い）Ｄ１9

  型（あばら筋と同径・同ピッチ）

Ｄ１３－＠２００（     ）

柱

地中梁

600×600

X方向本数 Y方向本数

※帯筋本数表記例

( 3 , 2 )-D13-@100

FG11

FG11
X

X

FG1

FG1

方向主筋（  番台）

方向主筋（  番台）
Y

方向主筋（   番台）Y

方向主筋（   番台）

4-D13 4-D13 -4-D13

2-D13-@200 2-D13-@200 2-D10-@2002-D13-@200

4-D22 4-D22

3-D22 4-D22 3-D19
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3-D22
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4-D19

t=50無収縮モルタル 無収縮モルタルt=50

（2,2）-D13-@150

12-D19

C1

断　面

上端筋

下端筋

あばら筋

腹　筋

備　考

符　号

断　面

備　考

主　筋

帯　筋

符　号 版　厚 位　置

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋

端　部

短　辺　方　向

中　央 端　部 中　央
備　考

※１　すべてモチアミ配筋とする。

長　辺　方　向

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋

符　号

位　置 全断面 全断面 全断面全断面

下端ＬＢ．Ｐ 下端ＬＢ．Ｐ

Ｌ１

２０ｄ

30
d

φ318.5 φ406.4

２０ｄ
Ｌ１

２
０
ｄ

５０＜Ｈ≦１００（注） の場合は構造標準図による。

Ｈ＞２５０の場合１００＜Ｈ≦２５０の場合
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同径・同ピッチ
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X

構造設計者

平間  勝久　一級建築士 登録　第359850号

    構造設計一級建築士 交付　第 10586号

A1=1/50
A3=1/100

亘理町立逢隈中学校トイレ増築工事

A1:1/40(A3:1/80)柱型リスト スラブリスト

Ｙ方向

Ｘ方向

部 分配筋図

土間コンクリート 片持ちスラブ配筋図

GL設計

1FL

（釜場部分配筋）

A1:1/40(A3:1/80) A1:1/40(A3:1/80)

R07.2

基 礎 リスト A1:1/40(A3:1/80)
特記なき限り下記とする。

1,柱芯＝基礎芯とする。

Ｙ方向

Ｘ方向

ＧＬ設計

1FL

A1:1/40(A3:1/80) とする。特記なき限り 1,巾止め筋 Ｄ１０－　　－＠１，０００地中梁リスト

GL設計

1FL

地中梁上端増打配筋要領図 地中 梁増打補強の継手・定着要領図

梁主 筋配置要領図（梁天端が同レベルの場合 ）

S-RC部材リスト 17
記 事 楠 山 設 計会社

株式
オー・エックス芭蕉の辻ビル

仙台市青葉区一番町三丁目3番16号

ＴＥＬ（022） 224-1207

宮城県知事  登録   第23110182号

一級建築士事務所

板垣俊也　　登録　 第207908 号

工　　　　　　　事　　　　　　　名縮　　尺月　　日設　　　　計　　　　部承　　認設　　　　計　　　　者 Ｎｏ．図　　　　　　　面　　　　　　　名



W.2P L-6,4-M16

L-12Ｆ．外： P ,6-M16

h=80 *h=80

合成スラブ認定デッキプレート
h=50,t=1.2 (QL99-50-12)
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2-D13

D10-@200チドリ

＊寸法は意匠図による。
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剛 接 合

2×3－Ｍ20 継 手 部 は 別 図 参 照

ハイベースNEO（EB250-4-36）

大

リ

ス

ト

梁

仕　口　タ　イ　プ

特記なき限り下記による

L

は　主材と同種L

B.P

M16 1=40 =40 P=60

M20 =40 =40 P=60

M22 =40 =40 P=60

e 1

e 1

e
e

e e

S.P

SCSSH97継手は に準じ保有耐力接合とする。

鋼　材　 大梁　 ---　SS400

    上記以外　---　SS400

    　柱　　　---　BCR295
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A1=1/30
A3=1/60

鉄骨部材リスト亘理町立逢隈中学校トイレ増築工事

鉄骨部材リスト

デッキスラブリストA1:1/30(A3:1/60) A1:1/30(A3:1/60)

(大 梁 ) (小 梁 )

頭 付きスタッドボルト配置要領B25 継 手 詳細図 A1:1/30(A3:1/60)パ ラ ペット
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鉄骨詳細図 19亘理町立逢隈中学校トイレ増築工事

通り鉄骨詳細図 通り鉄骨詳細図A1:1/30(A3:1/60) A1:1/30(A3:1/60)
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